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【
本
文
｝
（
上
四
丁
ウ
つ
づ
き
）
ト

ヲ

ト

問
旧
｝
題
目
破
題
警
嶮
述
懐
云
名
言
↓
陥
一
如
何
答
第
一
発
句
名
題
目

ハ
ル
ノ
ノ
ヲ
ニ
ト
０
ノ
ゾ
ト
ハ
ヲ

事
／
挙
皇
其
詩
題
故
云
題
目
《
Ｕ
第
二
胸
句
名
破
題
事
作
用
分

卜
０
ハ

破
ス
ル
（
肥
）
故
二
／
之
弓
（
四
）
云
破
題
也
（
釦
）
破
｛
劃
）
分
破
ノ
破
二
ゞ
ソ
テ
破
懐
ノ
（
〃
）
非
レ

ト

ス

ト
０
ハ
０
１

テ
ノ
ヲ

ス
ル

破
ニ
ハ
也
（
調
）
第
三
腰
句
名
譽
嶮
．
事
－
２
〕
／
挙
相
似
物
躰
一
比
観
況
一
妬
↑

ノ
ヲ

故
云
讐
瞼
（
郡
）
第
四
落
句
名
述
懐
事
其
／
侍
（
訂
一
述
柊
顕
逃
思
懐
匂
故
一

一
一

ト

ノ
ヲ

ｋ
ｌ
ハ

ー
ト

ノ

云
述
懐
一
也
魂
）
其
證
文
可
引
軍
一

」
（
上
四
丁
ウ
）

云
述
懐
一
也
３
其
證
文
訂

【
校
異
｝
（
上
四
丁
ウ
つ
づ
き
）

三
川
ロ
文
庫
本
『
文
筆
問
答
紗
』
の
翻
刻

石
川
県
立
図
書
館
蔵
川
口
文
庫

『
文
筆
問
答
紗
』
の
研
究
（
三

（
喝
）
問
－
こ
の
前
に
尊
「
題
目
破
題
譽
嶮
述
懐
事
」
あ
り
。

（
肥
）
述
懐
云
名
言
－
内
「
述
懐
名
言
」
。

（
Ⅳ
）
故
云
題
目
－
内
「
故
」
。

（
岨
）
作
用
分
破
－
内
「
分
破
作
用
」
。

（
四
）
故
之
－
尊
「
故
是
」
。

（
別
）
故
之
云
破
題
也
－
内
「
故
」
。

（
皿
）
破
－
尊
「
破
者
」
。

（
塊
）
破
懐
－
尊
・
内
「
破
壊
」
。

（
羽
）
破
分
破
破
破
壊
非
破
也
－
内
ナ
シ
。

（
別
）
名
譽
嶮
事
－
内
「
名
譽
喰
」
。

（
妬
）
比
観
況
－
内
「
比
況
」
。

（
恥
）
故
云
譽
嶮
－
尊
「
故
云
譽
嶮
也
」
。
内
「
故
」
。

（
”
）
事
其
侍
述
顕
思
懐
故
云
述
懐
也
－
尊
「
事
其
詩
述
顕
思
懐
故
云
述
懐
也
」
。

内
「
顕
述
其
詩
述
顕
思
懐
故
也
」
。

（
羽
）
證
文
－
内
「
證
」
。

（
羽
）
可
引
－
内
「
可
見
之
」
。

【
本
文
一
（
上
五
丁
ォ
）

ノ

五
（
１
）
字
題
〈
王
沢
抄
文
〉

テ
ヲ
ス
弓

ヲ

待
レ
花
催
ご
勝
遊
一
催
勝
遊
兒
也
／

ノ
ノ
ハ
テ
カ
ナ
ニ
ニ
ス
ノ

〈
題
目
〉
斯
地
勝
遊
縁
し
底
催
〈
灰
胎
韻
〉
（
２
）
侍
吟
花
素
終
日
二
有
い

カ
ナ

由
哉
／

《
ン
テ
ヲ
カ
ツ
カ
ツ
ク
ム
ス
ル
一
「

〈
破
題
〉
恋
瀧
謂
γ
屋
一
員
詩
７
唾
３
》
謬
艶
且
掛
命
し
飲

柳
澤
良
一
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１
ｒ
・
蕊
ハ

Ⅱ
ｒ
・
塞
ハ
ス

恋
粧
先
展
且
斜
待
レ
花
心
也
言
詩
席
命
し
飲
盃
催
亘
勝
／

亨

遊
一
心
也

ウ
タ
ニ
レ
ハ

ヲ
ス
タ
テ
ニ
ヘ
ハ
ヲ
ク
ル

〈
警
喰
〉
歌
勧
一
（
４
）
和
声
↓
鶯
未
レ
（
５
）
出
舞
思
：
儂
曲
一
蝶
遅
来
／

二
レ
ハ
ヲ
二
ト
ヲ
ー
毎
ハ
ス
ヲ

歌
勧
上
（
６
）
和
声
舞
思
を
傭
曲
ゞ
催
良
勝
遊
警
嶬
也

リ
レ
ー
Ｆ
Ｏ
・
・
、
、

９
０
Ｊ
Ｆ
●
↑
、
〃
叩
″
／

鴬
未
し
出
／
心
也
言
‐
）
蝶
遅
来
待
レ
花
比
況
也
／

ハ
ノ
ヨ
ィ
カ
ナ
ス
ヲ

〈
述
懐
〉
楊
梅
桃
李
一
時
興
掎
実
今
朝
呈
拙
才
／

ハ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
ヲ
ニ
ハ
ル
ー
卜
・
舞
う

此
楊
梅
桃
李
一
時
興
尚
桜
花
劣
故
花
興
詩
述

懐
也
／

ノ
ノ

ー
字
百
詠
詩
〈
文
胎
韻
〉
｛
８
｜

」
（
上
五
丁
オ
）

【
校
異
一
（
上
五
丁
オ
）

（
１
）
「
五
字
題
〈
王
沢
抄
文
〉
」
以
下
「
花
興
詩
述
懐
也
」
ま
で
の
例
詩
－
内

ナ
シ
。

（
２
）
灰
胎
韻
－
底
「
待
花
催
勝
遊
」
の
下
に
あ
る
も
一
句
目
（
「
斯
地
勝
遊
縁
底
催
」
）

の
下
に
移
動
す
る
印
あ
り
。
尊
は
二
句
目
「
待
花
終
日
有
由
哉
」
の
下
に

あ
り
。

（
３
）
言
詩
序
－
底
「
言
」
の
左
傍
「
ケ
ン
」
、
「
詩
」
の
左
傍
「
シ
ノ
」
、
「
席
」

の
左
傍
「
セ
キ
」
。

（
４
）
勧
－
尊
「
歓
」
。

（
５
）
未
－
底
「
未
」
の
左
傍
「
ス
」
。

（
６
）
勧
－
尊
「
歓
」
。

（
７
）
心
也
－
尊
ナ
シ
。

（
８
）
一
字
百
詠
詩
〈
文
胎
韻
〉
－
尊
「
一
字
題
〈
百
詠
詩
〉
題
日
」
。
内

「
日
〈
百
詠
詩
／
支
韻
〉
」
。

サ
カ
ヅ
キ

盃
／

｛
本
文
一
（
上
五
丁
ウ
）

ハ
テ
ノ
ヨ
リ
ニ
ル
ノ
ー

〈
題
目
〉
日
出
二
扶
桑
路
一

遙
昇
若
木
枝
一
（
‐
》

ハ
ノ

ル

〈
此
日
（
２
）
出
兒
也
〉
／

ノ
タ
ニ

テ
リ

ノ
キ
ハ
二
ヒ
ラ
ヶ

〈
破
題
〉
雲
間
五
色
満
霞
際
九
光
披

ハ
グ
ノ
ノ

〈
此
挙
日
輪
色
光
一
３
｝
用
也
〉
／

リ
ク
ニ

ス

カ
ウ
ニ
キ
ス

〈
警
嶮
〉
東
陸
蒼
龍
駕
南
郊
赤
羽
馳

ハ
一
ア

ノ

ノ

〈
此
以
：
青
龍
赤
烏
色
光
《
（
４
）
比
刈
況
日
輪
色
光
（
５
）
也
／

〃
ノ
ー
テ

ニ
ナ
ヲ
フ
ル
モ
ノ
ナ
ヲ
ハ
ニ
ヅ
カ
ウ
マ
ヅ
ラ
ン
ニ
二

〈
述
懐
〉
傾
レ
心
葵
蕾
比
－
６
》
朝
夕
奉
堯
礒

ハ

〈
是
言
‐
↑
述
懐
句
也
↑
８
｜
〉
／

ア
ヲ
イ
ノ
ハ

蕾
花
（
９
）
随
孑
日
ノ
回
一
（
川
）
傾
也
如
レ
此
Ⅲ
｝
傾
レ
心
奉
公

ク

セ
ハ

ッ
カ
ウ
マ
ヅ
ル
ニ
ニ
カ
ラ
ン
ｋ
ｉ
云
卜
０
ハ
ル
マ

奉
一

（
吃
）
堯
礒
一
同
述
懐
／
述
思
懐
↓
義

也
／
（
つ
づ
く
）

【
校
異
一
（
上
五
丁
ウ
）

（
１
）
若
木
枝
－
尊
「
若
木
枝
〈
支
脂
韻
〉
」
。

（
２
）
此
日
－
内
「
此
初
日
」
。

（
３
）
色
光
－
内
「
光
色
」
。

（
４
）
色
光
－
内
「
色
彩
」
。

（
５
）
色
光
－
内
「
光
用
」
。

（
６
）
葵
蕾
比
－
底
「
葵
蕾
」
の
右
傍
「
ナ
ラ
フ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
」
と
あ
る
も

尊
に
よ
り
「
比
」
の
右
傍
に
移
す
。
底
は
「
蕾
」
の
左
傍
「
ク
ワ
ク
」
。

（
７
）
是
－
尊
・
内
「
此
」
。

（
８
）
述
懐
句
也
－
内
「
述
思
懐
合
上
来
也
」
。

（
９
）
蕾
花
随
日
回
傾
也
如
此
傾
心
奉
公
奉
堯
礒
同
述
懐
述
思
懐
義
也
－
内
ナ
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【
本
文
】
（
上
五
丁
ウ
つ
づ
き
）

ノ

按
詩
題
事
ル
ノ
ヲ

テ
ニ
ノ

ノ

問
按
を
詩
題
・
様
如
何
答
於
レ
題
“
一
字
題
五
字
（
，
）
六
字
題
双
貫
題
虚

ノ
、
卜

実
／
題
等
辺
々
（
２
｜
有
之
也
問
一
々
作
（
３
）
如
何
答
一
字
題
者
漢
土

卜

百
詠
題
和
朝
朗
詠
／
題
是
也
（
４
’
五
字
題
者
王
沢
抄
所
載
是
也
（
５
）
双
貫

題
者
於
（
６
）
一
詩
詠
一
（
７
）
二
物
一
也
／
王
沢
抄
二
（
８
）
云
双
貫
ノ
題
ハ
者
（
９
）
朝

ト

ー
ス
ル

ヲ

ア
ル
ニ
ト
ヲ

暮
聞
鶯
ノ
声
づ
也
（
皿
｝
朝
暮
二
字
双
貫
也
／
其
躰
二
躰
故
聞
菟
鶯
声
云

ノ

ハ
ノ
ニ
ハ
ス
ル
ヲ
ノ
ハ
ヲ

三
字
用
也
虚
題
々
二
一
物
也
前
如
ド
待
花
（
Ⅲ
｝
」
（
上
五
丁
ウ
）

一
校
異
】
（
上
五
丁
ウ
つ
づ
き
）

（
１
）
五
字
－
内
「
乃
至
五
字
」
。

（
２
）
辺
々
－
内
「
種
々
」
。

（
３
）
作
－
内
「
作
躰
」
。

（
４
）
者
漢
土
百
詠
題
和
朝
朗
詠
題
是
也
－
内
「
如
右
」
。

（
５
）
者
王
沢
抄
所
載
是
也
－
内
「
山
谷
詩
燈
下
尋
書
義
等
是
也
」
。

（
６
）
者
於
－
内
ナ
シ
。

（
７
）
詩
詠
－
尊
「
題
々
」
。

（
８
）
王
沢
抄
－
内
「
王
沢
紗
」
。

（
９
）
双
貫
題
者
－
内
ナ
シ
。

へへ『へ

121110
ーー』…

奉
－
底
「
奉
」
の
右
傍
司

ラ
ン
ニ
」
に
よ
り
改
め
る
。

、
ン
○

回
－
尊
「
廻
」
。

如
此
－
尊
「
如
其
」
。

奉
－
底
「
奉
」
の
右
傍
「
ツ
カ
ウ
マ
ル
ト
也
」
な
る
も
尊
「
ツ
カ
ウ
マ
ッ

【
本
文
】
（
上
六
丁
オ
）

卜
ヲ
ノ
ノ
ノ
ミ

ノ
ハ
ノ
、
卜

催
ご
勝
遊
一
云
題
上
者
花
一
字
躰
也
余
四
字
用
也
了
）
虚
実
題
者
於

二
ハ
ノ
ヲ
ヲ
ス
ヲ
ノ
ハ
ノ

此
一
有
一
／
辺
々
説
依
二
王
沢
抄
意
一
待
花
催
二
勝
遊
一
云
題
時
花
遊
ニ

ハ

〃
ノ
ハ
ノ

ニ
、
ン

フ
ノ
ハ
ノ

字
実
字
待
／
催
勝
三
字
虚
字
也
又
林
下
多
烹
芳
草
云
題
時
林
草

ハ
ノ

ノ

ハ
Ｄ
ノ

ハ
ヲ
ト
ー
孑
ト
ー

ニ
字
実
字
下
多
芳
／
三
字
虚
字
也
此
等
本
躰
云
し
実
作
用
云
虚

ハ
ノ
ノ
ニ
タ
ル
ヲ
ノ
ヲ
ト
ヶ
タ
ル
ヲ

也
依
二
作
文
大
躰
意
一
出
「
於
経
籍
／
奥
理
一
謂
一
之
実
題
ゞ
懸
一

ヨ
リ
ノ

ヲ
Ｄ
ト

ハ
ル
ヲ
ノ
ノ
ヲ
卜

於
「
風
月
浮
花
一
謂
皇
之
虚
題
一
也
此
作
一
経
教
典
籍
奥
理
二
云
／
実
一

ル
ヲ

ノ
ハ
ノ
ノ

作
・
花
鳥
風
月
之
浮
言
云
虚
也
已
上
両
説
和
朝
作
詩
躰
也
所
し
載
三

ノ
ニ

ハ

Ｂ
ノ
二

躰
／
詩
一
虚
実
躰
太
別
也
儒
者
名
近
可
一
相
尋
皇
２
）

序
与
詩
作
躰
（
３
）
事
／

問
序
与
詩
作
躰
如
何
答
王
沢
抄
云
／

ノ
ク
ス
テ
ヴ
ス
ヲ

春
日
同
賦
待
レ
花
催
「
勝
遊
一
詩
一
首
〈
井
序
〉
／

某
甲
／

レ
ハ
ヲ
ダ
ル
ニ
ト

観
夫
〈
発
句
／
以
了
景
物
超
・
異
物
為
初
躰
・
也
」
（
上
六
丁
ォ
）

一
校
異
】
（
上
六
丁
オ
）

（
１
）
催
勝
遊
云
題
者
花
一
字
躰
也
余
四
字
用
也
－
内
ナ
シ
。

（
２
）
於
此
有
辺
々
之
説
依
王
沢
抄
意
待
花
催
勝
遊
云
題
時
花
遊
二
字
実
字
待

催
勝
三
字
虚
字
也
又
林
下
多
芳
草
云
題
時
林
草
二
字
実
字
下
多
芳
三
字

虚
字
也
此
等
本
躰
云
実
作
用
云
虚
也
依
作
文
大
躰
意
出
於
経
籍
奥
理
謂
之

へへ

1110
ー

也
－
尊
・
内
「
云
々
」
。

其
躰
二
躰
故
聞
鶯
声
云
三
字
用
也
虚
題
々
一
物
也
前
如
待
花
－
尊
「
其
躰

二
躰
故
聞
鶯
声
云
三
字
用
也
常
題
々
一
物
也
前
如
待
花
」
（
下
線
部
分
）
。

内
ナ
シ
。
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〔
本
文
】
（
上
六
丁
ウ
ー
上
七
丁
オ
つ
づ
く
）

二
レ
テ
タ
・
〆
二

〈
密
々
／
↑
ｌ
｝
〉
山
霞
破
一
暖
風
〈
平
〉

テ
サ
ラ
ス

数
重
之
錦
好
曝
〈
他
〉
／

一
テ
二

〈
上
五
／
下
六
〉
渓
雪
消
：
遅
日
〈
他
〉

ル

ー
片
之
色
繕
残
〈
平
〉
〈
一
段
〉
／

子
時
〈
傍
句
〉
／

二
〃
／
二
、
ン
一
テ

〈
軽
々
〉
風
漸
暖
〈
他
〉
而

ナ
”
ハ
ラ
ヵ
ナ
ル
ヲ
（
２
）
〈
他
〉
／

ク

聞
二
歌
鶯
之
声
滑

二
ク

〈
上
四
／
下
六
〉
日
已
遅
〈
平
〉
而

サ
キ
コ
ト
ヲ

兄
舞
蝶
之
翅
軽
〈
平
〉
〈
二
段
〉
／

一
一

方
今
〈
傍
句
〉
／

夕

〈
六
字
／
長
句
〉
侍
一
新
花
之
未
し
（
３
）
開
く
平
〉

ス

ル
コ
ト
０
ヲ

催
二
勝
遊
之
有
レ
興
〈
他
〉
〈
三
段
〉

実
題
懸
於
風
月
浮
花
謂
之
虚
題
也
此
作
経
教
典
籍
奥
理
云
実
作
花
鳥
風
月

之
浮
言
云
虚
也
已
上
両
説
和
朝
作
詩
躰
也
所
載
三
躰
詩
虚
実
躰
太
別
也
儒

者
名
近
可
相
尋
－
尊
「
於
此
有
辺
々
之
説
依
王
沢
抄
意
待
花
催
勝
遊
云
題

時
花
遊
二
字
実
字
待
催
勝
三
字
虚
字
也
又
林
下
多
芳
草
云
題
時
林
草
二
字

実
字
下
多
芳
三
字
虚
字
也
此
等
本
躰
云
実
作
用
云
虚
也
依
作
文
大
躰
意
出

於
経
籍
奥
理
謂
之
実
題
懸
於
風
月
浮
花
謂
之
虚
題
也
此
作
経
教
典
籍
奥
理

云
実
作
花
鳥
風
月
浮
言
云
虚
也
已
上
両
説
和
朝
作
詩
之
躰
也
所
載
三
躰
詩

虚
実
躰
太
別
也
儒
者
名
近
可
相
尋
」
（
傍
線
部
分
）
。
内
「
有
多
義
〈
大
小

虚
実
題
等
更
可
師
受
也
〉
」
。

（
３
）
作
躰
－
底
・
内
「
躰
」
、
尊
「
体
」
な
る
も
、
底
の
目
次
題
に
よ
っ
て
改
め
る
。

『
ア
ハ

ガ
〆
二

至
ド
子
↓
４
）
如
中
〈
傍
句
〉
／

ニ
シ
テ
ソ
へ
テ
ヨ
ウ
ヲ

〈
六
字
／
長
句
〉
（
５
）
風
暖
而
添
一
濃
淡
ゞ
〈
他
〉

テ
ル
カ
ヲ

露
染
而
交
＃
浅
深
ｔ
〈
平
〉
／

〈
軽
々
／
上
四
下
六
（
６
）
〉
猫
ノ
中
二
匂
上
溺
参
ハ
へ
他
〉

一
一
、
今
／

ノ

遙
如
自
沈
癖
之
薫
〈
平
〉
／

ノ
へ
二
ヒ
ス

〈
軽
々
／
上
四
下
六
（
７
）
〉
庭
前
粧
散
〈
他
〉

一
テ
フ

ハ
タ
モ
ノ
カ
ト

誤
疑
鷺
錦
繍
之
幅
（
８
）
〈
平
〉
〈
ハ
タ
ハ
リ
也
〉
（
９
）

」
（
上
六
丁
ウ
）

二
ノ
カ
、
ン
カ
ン
二

〈
緊
句
〉
何
物
如
し
之
〈
平
〉

誰
人
ヵ
不
陶
霊
感
ソ
ハ
〈
他
〉
〈
四
段
〉
／

キ
ハ
カ
ヲ
ノ
ト

如
レ
予
者
〈
傍
句
〉
〈
此
（
Ⅲ
）
云
自
謙
句

也
〉
／
ニ
シ
テ
リ
ヲ

〈
五
字
／
長
句
〉
不
才
而
採
レ
紙
〈
他
〉

二
、
ン
テ
ム
ヲ

蒙
昧
而
染
レ
筆
〈
平
〉
／

ヲ
、
ン
テ
リ
ニ

〈
漫
句
〉
推
当
唱
首

二
ソ
ス
ル
ニ
ザ
ゾ
ゴ
ト
ー
ナ
リ

巳
迷
賦
レ
花
云
永
く
五
段
〉
／

ノ
ノ
ハ
ヅ
テ
カ
ナ
ニ
、
ス

〈
詩
〉
斯
地
勝
遊
縁
し
（
Ⅲ
）
底
催

テ
ヲ
二
カ
ナ

待
花
一
終
日
有
し
由
哉
〈
灰
胎
〉
（
里
／

テ
ヲ
ッ
フ
イ
フ
ム
、
ン
ロ

恋
し
粧
先
展
言
レ
詩
席

、
ン
テ
ヲ
カ
ソ
カ
ゾ
ム
ス
ル
ニ
サ
カ
ヅ
キ

期
：
艶
且
魁
命
し
飲
盃
／

ウ
タ
ニ
レ
ハ
ヲ
夕

歌
勧
・
和
声
鶯
未
レ
画
）
出

二
ヘ
ハ
レ
ン
ヲ
ク
ル

舞
思
二
儂
曲
蝶
遅
来
／

ハ
ノ

楊
梅
桃
李
一
時
興

ヨ
イ
カ
ナ

ス
．
“

掎
実
今
朝
呈
拙
才
↓
」
（
上
七
丁
ォ
つ
づ
く
）
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一
校
異
一
（
上
六
丁
ウ
ー
上
七
丁
ォ
つ
づ
く
）

（
１
）
密
々
－
底
は
「
密
々
／
」
の
次
に
誤
字
二
字
の
上
に
二
重
線
。

（
２
二
滑
」
の
訓
「
ナ
メ
ラ
カ
ナ
ル
ヲ
」
－
底
「
ナ
メ
ラ
カ
ス
ヲ
」
を
尊
・
内
に
よ
っ

て
改
め
る
。

（
３
）
未
－
底
・
尊
は
左
傍
「
ル
ヲ
」
。

（
４
）
至
子
－
内
「
至
」
。

（
５
）
六
字
／
長
句
－
内
「
同
」
。

（
６
）
軽
々
／
上
四
下
六
－
尊
「
軽
々
」
。

（
７
）
軽
々
／
上
四
下
六
－
底
ナ
シ
。
内
「
同
」
に
よ
っ
て
補
う
。
尊
「
上
四

／
下
六
」
。

（
８
）
「
幅
」
の
訓
「
ハ
タ
モ
ノ
カ
ト
」
－
底
．
尊
「
ハ
タ
モ
ノ
ヲ
」
を
内
に
よ
っ

て
改
め
る
。

（
９
）
ハ
タ
ハ
リ
也
－
尊
・
内
ナ
シ
。

（
蛆
）
此
－
内
「
是
」
。

（
皿
）
「
縁
」
の
訓
「
ツ
テ
カ
」
－
底
「
テ
ハ
ラ
カ
」
を
尊
・
内
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
ｕ
）
灰
胎
－
内
「
灰
韻
」
。

（
咽
）
未
－
底
は
左
傍
「
ス
」
。

四
校
訂
本
文

五
、
題
目
・
破
題
・
髻
輪
・
述
懐
の
事

ノ

五
、
題
目
・
破
題
・
警
喰
・
述
懐
事
（
１
）

フ

０
卜
フ

フ

ノ
ヲ
ヅ
ク
ル

問
、
題
目
・
破
題
・
讐
喰
・
述
懐
云
名
言
如
何
。
答
、
第
一
発
句
名
弓

卜
ハ
グ
ル
ノ
ノ
ヲ
二
フ
ト

ノ
ヲ
ヅ
ク
ル
ト

題
目
事
挙
三
其
詩
題
一
故
云
一
題
目
一
・
第
二
胸
句
名
一
破
題
一
事

ス
ル
ヲ
二
ヲ
フ
卜

、
ト
ハ
ノ
ニ
シ
テ
ノ
ズ

分
刈
破
作
用
↓
（
２
）
故
之
云
一
破
題
↓
也
・
破
分
破
破
破
壊
（
３
）
非

ニ
ハ

ノ
孑
ツ
ク
ル
ト
ー
ハ
ゲ
テ
ノ
ヲ
（
マ
マ
）
ス
ル

破
也
。
第
三
腰
句
名
↓
警
嶮
事
挙
ゞ
相
似
物
躰
比
観
況
↓
４
）

故
云
髻
嚥
｜
也
・
第
四
／
落
句
ヲ
名
ゾ
ル
述
懐
斗
事
ハ
其
ノ
詩
一
｛
５
述
韮
顕
ハ
ス
思
懐
旬

二
ブ
ト

ニ
プ
ト

，
ノ

勺
、
ノ
々
ノ

故
云
一
述
懐
一
也
。
其
證
文
可
レ
引
・

ノ

ノ

五
字
題
〈
王
沢
抄
文
〉

チ
テ
ヲ
入
ヲ

ス
ヲ
か
た
ち

待
レ
花
催
勝
遊
ゞ
催
：
勝
遊
↓
兒
也
。チ
テ
ヲ
二
ル

題
目
〉
斯
／
地
ノ
勝
遊
ハ
繊
踊
厳
二
催
ス
〈
灰
胎
壷
待
レ
花
終
日
有
レ

ノ

か
な

由
哉ヒ
テ
よ
そ
ほ
ひ
ヲ
ゾ
山
ヅ
い
ソ
ヲ
む
し
ろ
、
ン
テ
ヲ
か
つ
ガ
ッ
く
ム
ズ
ル
の
ム
ニ

〈
破
題
〉
恋
し
粧
先
展
言
し
詩
席
期
し
艶
且
魁
命
し
飲

ン
’
一
か
づ
き

盃

ヒ
テ
ヲ
ヅ
ブ
か
つ
ガ
ッ
く
ム
ト
イ
フ
ハ
ツ
ヲ
ブ
ヲ
む
し
ろ

恋
し
粧
先
展
且
掛
待
レ
花
心
也
。
言
し
詩
席
、

ズ
ル
二
‘
へ
‐
イ
ブ
ハ
ス
ヲ

命
し
飲
盃
催
：
勝
遊
心
也
。

う
た
こ
ム
レ
バ
叩
、
う
ぐ
ひ
す
ダ
デ
ニ
ヘ
バ
ザ
て
ふ
ク
き
た
ル

〈
譽
職
〉
歌
勧
和
声
ゞ
鶯
未
レ
出
舞
思
侭
曲
蝶
遅
来

二
ム
レ
バ
ヲ
二
フ
ト
ヲ
ワ
ハ
ス
ノ
孑

歌
勧
一
和
声
、
舞
思
侭
曲
一
云
催
二
勝
遊
書
嶬
也
。

ダ
デ

ク
ル
ト
イ
フ
ハ
ヅ
ノ
ヲ

鶯
未
し
出
、
蝶
遅
来
待
レ
花
比
況
也
。

ハ
ノ

よ
い
か
な
ス
ヲ

〈
述
懐
〉
楊
梅
桃
李
一
時
興
椅
突
今
朝
呈
拙
才

こ
れ
ハ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
な
ホ
ニ
ハ
ル
ー
ノ
ッ
ト
ィ
プ

此
楊
梅
桃
李
一
時
興
尚
桜
花
劣
故
花
興
待

述
懐
也
。

ノ
ノ

ノ

ー
字
百
詠
詩
〈
支
脂
韻
〉
’
６
」

ハ
デ
テ
，
ノ
劃
Ⅲ
ノ

カ
ニ
ル
ノ
二

〈
題
目
〉
日
出
“
扶
桑
路
《
遙
昇
若
木
枝
↓

ハ
ノ
ゾ
ル

〈
此
日
出
兒
也
。
〉
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ノ
あ
ひ
だ
｜
一
テ
リ
ノ
き
は
二
ひ
ら
ク

〈
破
題
〉
雲
間
五
色
満
霞
際
九
光
披

ハ
ゲ
ノ
ノ
ヲ

〈
此
挙
一
日
輪
色
光
用
也
・
〉

り
く
ニ

ス

か
う
二
せ
き
う
は
ス

〈
書
礒
〉
東
陸
蒼
龍
駕
南
郊
赤
羽
馳

ハ
一
ア

リ
‘
〆
コ
グ

ス
ル
，
／
二

〈
此
以
：
青
龍
赤
烏
色
光
比
１
況
日
輪
色
光
也
。
〉

ケ
テ
ヲ
き
ノ
、
わ
く
二
ナ
ラ
ブ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
〃
ハ
ニ
ラ
ン
二

〈
述
懐
〉
傾
し
心
葵
種
比
朝
夕
奉
堯
嶬

ハ

〈
此
一
《
上
述
懐
句
也
・
〉

あ
ふ
ひ
ノ
ハ
ヅ
テ
ノ
め
ぐ
ル
ニ
ク
ク
ク
ノ
ケ
ヲ
七
、
ハ

蕾
花
随
司
日
回
↓
傾
也
。
如
レ
此
傾
レ
心
奉
公

つ
か
う
ま
つ
ル
ト
ノ
『
″
二
ニ
ジ
カ
ラ
ン
ニ
ト
フ
ト
ハ
ブ
ル
ヲ

奉
二
堯
礒
一
同
云
・
述
懐
述
一
一
思
懐
一
義
也
。

【
校
訂
注
記
】

（
１
）
題
目
破
題
警
嶮
述
事
－
底
・
内
ナ
シ
。
尊
・
目
録
に
よ
っ
て
補
う
。

（
２
）
分
破
作
用
－
底
．
尊
「
作
用
分
破
」
な
る
も
内
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
３
）
破
壊
－
底
「
破
懐
」
な
る
も
尊
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
４
）
比
観
況
－
「
比
況
」
の
誤
り
か
。

（
５
）
其
詩
－
底
「
其
侍
」
な
る
も
尊
・
内
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
６
）
支
脂
韻
－
底
「
文
胎
韻
」
な
る
も
尊
に
よ
っ
て
改
め
る
。
内
「
支
韻
」
。

（
７
）
此
－
底
「
是
」
な
る
も
尊
・
内
に
よ
っ
て
改
め
る
。

【
注
】

題
目
、
破
題
、
譽
喰
、
述
懐
の
名
が
付
い
た
理
由
と
、
こ
れ
ら
の
聯
を
作
者

が
ど
の
よ
う
に
詠
む
の
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。

題
目
の
首
聯
は
詩
の
題
を
詠
み
入
れ
、
破
題
の
頷
聯
は
「
作
用
を
分
破
」
し
、

警
噛
の
頸
聯
は
「
相
似
の
物
躰
」
を
詠
み
、
述
懐
の
尾
聯
は
「
思
懐
を
述
べ
顕
は
」

す
と
説
明
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
證
文
」
と
し
て
『
王
沢
不
渇
紗
』
か
ら
五
字
の
題
の
七
言
律
詩
、

『
百
詠
詩
』
か
ら
一
字
の
題
の
五
言
律
詩
を
引
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
な
説
明
を

加
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
に
は
前
者
の
「
花
を
待
ち
て
勝
遊
を
催
す
」

の
七
言
律
詩
は
載
ら
な
い
。
川
口
文
庫
本
及
び
尊
経
閣
文
庫
本
の
写
本
の
み
に

載
り
、
刊
本
の
内
閣
文
庫
本
で
は
省
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
「
比
観
況
」
は
「
比
況
」
（
「
警
嶮
」
に
同
じ
）
の
誤
り
か
と
思
う
が
、
元

の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

「
花
を
待
ち
て
勝
遊
を
催
す
」
（
待
膿
花
催
勝
遊
）
の
詩
は
、
『
王
沢
不
渇
紗
」

上
巻
に
「
勝
遊
詩
」
と
し
て
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
寛
永

十
一
年
版
本
「
王
沢
不
渇
紗
」
に
は
、

○
勝
遊
詩
○
以
盃
為
韻
〔
原
文
は
「
句
」
〕
／

ノ
ノ
ヨ
ヅ
テ
カ

（
マ
マ
一
ニ
ル

斯
地
勝
遊
縁
し
底
催
詩
し
花
終
日
有
由
哉
／

侍
花
仙
遊
プ
マ
了
一
徐
・
ン
テ
花
干
Ⅲ
ヅ
勝
雌
イ
ン
ニ

恋
し
粧
先
展
言
し
詩
席
期
し
艶
且
掛
銅
レ
飲
／

○
盃
〈
古
詩
云
、
遊
其
挙
レ
盃
催
興
味
一
・
故
一
爺
。
〉
則
辮
ダ
ニ
劫
Ⅸ

一
一

乎
ス
ヲ
二

侍
遊
コ
ト
へ
レ
イ
亨

和
圭
星
鶯
未
出
舞
／
○
思
躍
曲
一
〔
「
侭
」
の
左
傍
「
催
」
〕
蝶
遅
来

一
マ
マ
）
一
ブ
ス

○
桜
梅
桃
李
一
時
興
〔
「
興
」
の
左
傍
「
此
句
遊
意
也
」
〕
椅
突
／
今
朝
呈

化
ゾ
助
ノ
米
ソ
コ
ノ
下
ハ
化
ハ
ハ
・
侍
花
心
ノ

拙
才
恋
〔
「
恋
」
の
左
傍
「
シ
タ
ウ
」
〕
粧
、
粧
花
事
也
。

ハ
ヅ

ハ
ノ

ヲ
ハ
ノ

恋
待
儀
也
。
詩
席
詩
歌
／
坐
敷
也
。
侍
レ
艶
、
艶
花
事
也
。

カ
ヅ
ク
ン
タ
ル

イ
ー
ン
ー
ｒ
ハ
ハ

○
且
勘
〔
原
文
は
「
甚
」
の
右
横
「
欠
」
の
誤
字
〕
飲
、
且
少
々
儀
也
。

ノ
ツ

ハ
ヲ
ノ
ノ
ノ
ニ
ノ

花
待
／
間
少
酒
呑
レ
汲
儀
也
。
待
間
事
也
。
○
琴
音
落
梅

ア
リ

ヲ
ト

ヒ
レ
イ
卜

曲
・
依
レ
之
花
和
声
云
也
。
○
舞
／
侭
曲
者
傭
ハ
ウ
ル
ハ
シ
キ

ノ

ク
ト
ハ
ヲ
ヅ

モ
ニ
ク

ト
ョ
ム
也
。
美
曲
事
也
。
蝶
遅
来
云
花
待
事
也
。
蝶
花
付

ノ
０
ト
ハ
ハ
ヅ
モ
ノ
ノ

故
也
。
桜
梅
桃
李
一
時
興
、
是
何
春
盛
花
木
也
。
下
旬
勝

り
ノ
ハ

ワ

ヲ
ノ
ー

遊
催
云
儀
也
。
拙
才
才
述
懐
也
。
我
才
云
故
／
也
。
述
懐
下
旬

ル

ハ
ケ
ノ
ニ

ノ

ノ

云
籠
也
。
才
如
二
上
云
一
也
。
○
実
字
三
字
是
也
。
朝
暮
鶯
三

ヲ
ス
ノ
ハ
ノ
テ
ノ
カ
ノ
也
卜
テ

字
出
・
此
意
題
中
此
三
字
肝
要
字
云
事
也
。
依
／
実
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ト

ノ
ヲ
ス
ル
ニ
ノ

ノ
ト
ハ

字
云
也
。
虚
実
二
字
分
別
時
虚
字
、
実
字
云
儀
非
也
。

と
あ
る
。
（
「
／
」
は
改
行
、
〔
〕
は
私
に
補
っ
た
注
意
書
き
。
ま
た
、
意
味
を
理
解
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
字
間
に
ア
キ
を
作
り
、
句
読
点
を
付
け
た
。
）

印
融
は
、
『
文
筆
問
答
紗
」
を
著
す
に
あ
た
っ
て
、
「
王
沢
不
渇
紗
」
の
こ

の
箇
所
を
、
題
目
・
破
題
・
譽
瞼
・
述
懐
の
説
明
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ

る
が
、
「
王
沢
不
渇
紗
」
の
本
文
の
傍
注
、
例
え
ば
「
恋
粧
」
の
右
傍
に
「
待

よ
そ
ほ

花
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
破
題
の
説
明
と
し
て
、
「
粧
ひ
を
恋
ふ
」
と
は
花
を
待

つ
心
を
表
す
と
、
適
切
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
譽
嶮
・
述
懐
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
題
目
・
破
題
・
警
嶮
・
述
懐
の
句
の
詠
み
方
に

つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
氏
に
専
著
が
あ
る
（
佐
藤
道
生
氏
「
句
題
詩
概
説
」
〈
佐
藤

道
生
編
著
「
句
題
詩
研
究
－
古
代
日
本
の
文
学
に
見
ら
れ
る
心
と
言
葉
－
」
慶
應
義
塾
大

学
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
心
の
統
合
的
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
○
○
七
年
（
平
成
十
九
）
三
月
〉
）
。

韻
の
示
し
方
は
、
『
王
沢
不
渇
紗
』
が
韻
字
「
盃
」
で
示
す
の
に
対
し

て
、
「
文
筆
問
答
紗
」
は
「
盃
」
字
に
属
す
る
上
平
声
十
灰
韻
の
中
か

ら
「
灰
」
字
と
「
始
」
（
音
、
カ
ィ
）
字
を
代
表
さ
せ
て
「
灰
胎
韻
」
と
し
て

い
る
。
な
お
、
一
句
目
の
末
尾
の
「
催
」
字
も
上
平
声
十
灰
の
平
声
な
の

で
、
こ
こ
も
韻
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
王
沢
不
渇
紗
」
で
は
、
「
艶

か
つ
ノ
、
い
ん

を
期
し
て
且
が
つ
斜
む
飲
に
命
ず
る
盃
」
の
句
が
「
古
詩
」
の
「
遊
其
挙
し

盃
催
：
興
味
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
う
が
、
そ
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。

平
灰
を
、
平
声
は
○
印
、
灰
声
は
●
印
、
韻
字
を
◎
印
で
示
す

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
平
灰
や
押
韻
な
ど
、
す
べ
て
こ
れ
ま
で

に
言
っ
て
き
た
規
則
が
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

○
●
○
○
○
●
。

●
○
○
●
●
○
◎

●
○
○
●
○
○
●

○
●
●
○
●
●
。

○
●
○
○
○
●
●

●
○
●
●
●
○
．

○
○
○
●
●
○
●

○
●
○
○
○
●
◎

次
に
、
李
嶬
の
「
百
詠
詩
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
李
嶬
雑
詠
」
乾
象
部
十

首
の
冒
頭
、
「
Ｒ
」
題
の
五
言
律
詩
で
あ
る
。
諸
本
間
に
本
文
に
異
同
は
な
い
。

韻
字
は
枝
・
披
・
馳
・
嶬
で
あ
る
の
で
、
韻
は
上
平
声
四
支
韻
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
川
口
文
庫
本
の
韻
の
表
記
「
文
胎
韻
」
は
誤
り
と
考
え
て
、
尊
経
閣
文
庫

本
の
「
支
脂
韻
」
と
正
し
た
。
な
お
、
拙
稿
「
破
題
」
（
「
古
典
文
学
レ
ト
リ
ッ
ク
事
典
」

〈
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
三
十
七
巻
十
五
号
、
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）
十
二
月
〉
）

参
照
。

・
ス
ル
ノ
ゴ

六
、
按
：
詩
題
事

ワ
プ
、
ル
ノ
コ

ヲ
イ
ム
ナ
ニ
ノ
・
・
．

問
、
按
詩
題
様
如
何
。
答
、
於
レ
題
一
字
題
・
五
字
乃
至
１
六
字
題
．

ノ

双
貫
題
・
虚
実
題
等
辺
々
有
し
之
也
。

『
ノ

フ

ノ
１
ｒ
ハ

問
、
一
々
作
躰
－
２
｝
如
何
。
答
、
一
字
題
者
漢
土
百
詠
題
・
和
朝
朗

ノ
，
レ

ノ
０
ｒ

一
一

ス
ル
レ

ノ
、
卜
ブ
ハ

詠
題
是
也
。
五
字
題
者
王
沢
抄
所
し
載
是
也
－
３
６
双
貫
題
云

六
、
詩
の
題
を
按
ず
る
事
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イ
テ
ニ
ズ
ル
ヲ
二
フ
ノ
ト
ハ
ニ
ク
ノ

於
三
二
吋
詠
一
二
物
也
。
王
沢
抄
云
、
双
貫
題
者
朝
暮
聞
弓
鶯

ヲ

ノ

ノ

ア
ル
ニ
ク
ト
ノ
一
づ
フ
ハ

声
一
也
。
朝
暮
二
字
双
貫
也
。
其
躰
二
躰
故
聞
ゞ
鶯
声
云
三
字
用

ノ
ニ
ハ
ス
ル
子
ノ
キ
ハ
チ
テ
ヲ
ス
ト
コ
フ
ノ

也
・
虚
題
々
｜
一
物
一
也
。
前
如
ド
待
レ
花
催
↑
勝
遊
一
云
題
ｋ
者

Ｊ
ノ
″
Ｊ
〃
、
、
、
ノ
ノ

ー
ノ
ハ

ノ
－
卜
イ
↓
テ
二
川
ノ
Ｊ

花
一
字
躰
也
。
余
四
字
用
也
（
４
）
・
虚
実
題
者
於
レ
此
有
二
辺
々

０
レ
バ

ノ
ニ
チ
テ
ヲ
入
ヲ
ノ
ハ
ノ
ハ
ノ

説
ｂ
依
王
沢
抄
意
、
待
レ
花
催
：
勝
遊
之
題
時
、
花
遊
二
字
実

ノ
ハ
０
ノ

ー
、
ン
ト
ー

プ
ノ
ハ

字
、
待
催
勝
三
字
虚
字
也
。
又
林
下
多
↓
芳
草
云
題
時
、
林
草
ニ

ハ
０
ノ

ノ
ハ
ノ

ハ
守
上
ｎ
卜
ヲ
フ
０
ｒ

字
実
字
、
下
多
芳
三
字
虚
字
也
。
此
等
本
躰
云
レ
実
作
用
云
レ
虚
也
。

し
」
ハ
ノ
ノ
ニ
デ
タ
ル
ヲ
ノ
司
り
ヒ
ヲ
ト
ケ
タ
ル
ヲ

依
作
文
大
躰
意
、
出
於
経
籍
奥
理
↑
、
謂
之
実
題
、
懸
レ

ノ
司
り
フ
ヲ
ト

ハ
ル
ヲ
ノ
ノ
ヲ
上
，
卜

於
風
月
浮
花
、
謂
弓
之
虚
題
・
也
。
此
作
経
教
典
籍
奥
理
・
云
し
実
、

ル
ヲ

ヲ
ヅ
ト

作
花
鳥
風
月
之
浮
言
一
云
レ
虚
也
。

ノ
ハ
ノ
ノ
ノ
ス
ル
ノ
ー
ノ
ハ
は
な
は
ダ

已
上
両
説
和
朝
作
詩
躰
也
。
所
し
載
一
三
躰
詩
虚
実
躰
太

ノ
ケ
／
二
、
ン
ヌ

別
也
。
儒
者
名
近
可
二
相
尋
一
（
５
）
。

【
校
訂
注
記
］

（
１
）
乃
至
五
字
－
底
．
尊
「
五
字
」
な
る
も
内
に
よ
っ
て
補
う
。

（
２
）
作
躰
－
底
．
尊
「
作
」
な
る
も
内
に
よ
っ
て
補
う
。

（
３
）
者
王
沢
抄
等
題
是
也
－
尊
「
者
王
沢
抄
所
載
是
也
」
。
内
「
山
谷
詩
燈
下

尋
書
義
等
是
也
」
。

（
４
）
其
躰
二
躰
故
聞
鶯
声
云
三
字
用
也
虚
題
々
一
物
也
前
如
待
花
催
勝
遊
云
題

者
花
一
字
躰
也
余
四
字
用
也
－
尊
「
其
躰
二
躰
故
聞
鶯
声
云
三
字
用
也

常
題
々
一
物
也
前
如
待
花
催
勝
遊
云
題
者
花
一
字
躰
也
余
四
字
用
也
」
（
傍

線
部
分
）
。
内
ナ
シ
。

（
５
）
於
此
有
辺
々
之
説
依
王
沢
抄
意
待
花
催
勝
遊
云
題
時
花
遊
二
字
実
字
待
催

勝
三
字
虚
字
也
又
林
下
多
芳
草
云
題
時
林
草
二
字
実
字
下
多
芳
三
字
虚
字

也
此
等
本
躰
云
実
作
用
云
虚
也
依
作
文
大
躰
意
出
於
経
籍
奥
理
謂
之
実
題

懸
於
風
月
浮
花
謂
之
虚
題
也
此
作
経
教
典
籍
奥
理
云
実
作
花
鳥
風
月
之
浮

言
云
虚
也
已
上
両
説
和
朝
作
詩
躰
也
所
載
三
躰
詩
虚
実
躰
太
別
也
儒
者
名

近
可
相
尋
－
尊
「
於
此
有
辺
々
之
説
依
王
沢
抄
意
待
花
催
勝
遊
云
題
時
花

遊
二
字
実
字
待
催
勝
三
字
虚
字
也
又
林
下
多
芳
草
云
題
時
林
草
二
字
実
字

下
多
芳
三
字
虚
字
也
此
等
本
躰
云
実
作
用
云
虚
也
依
作
文
大
躰
意
出
於
経

籍
奥
理
謂
之
実
題
懸
於
風
月
浮
花
謂
之
虚
題
也
此
作
経
教
典
籍
奥
理
云
実

作
花
鳥
風
月
浮
言
云
虚
也
已
上
両
説
和
朝
作
詩
之
躰
也
所
載
三
躰
詩
虚
実

躰
太
別
也
儒
者
名
近
可
相
尋
」
。
内
「
有
多
義
〈
大
小
虚
実
題
等
更
可
師

受
也
〉
」
。

【
注
｝

詩
の
題
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
作
詩
に
あ
た
っ
て
は
、
題
を
よ
く
考
え

よ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。

一
字
の
題
は
李
崎
の
『
百
詠
詩
」
貢
和
漢
）
朗
詠
集
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、

五
字
の
題
は
前
項
の
「
五
、
題
目
・
破
題
・
髻
嶮
・
述
懐
の
事
」
で
も
引
用
し
た
『
王

沢
不
渇
紗
』
の
「
花
を
待
ち
て
勝
遊
を
催
す
」
（
待
修
花
催
勝
遊
）
題
、
ま
た
「
朝

暮
に
鶯
の
声
を
聞
く
」
（
朝
暮
聞
一
鴬
声
一
）
題
を
言
う
と
す
る
。
そ
の
中
で
、
底

本
や
尊
経
閣
文
庫
本
が
「
五
字
の
題
と
は
王
沢
抄
の
載
す
る
所
、
是
れ
也
」
と

言
う
の
に
対
し
、
内
閣
文
庫
本
な
ど
の
刊
本
は
、
こ
の
箇
所
を
「
山
谷
詩
に
燈

下
に
書
義
を
尋
ぬ
る
等
、
是
れ
な
り
」
と
変
更
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
刊
本

さ
ん
こ
く

こ
う
て
い
け
ん

の
編
者
の
賢
し
ら
で
、
山
谷
は
、
中
国
、
北
宋
の
詩
人
・
書
家
の
黄
庭
堅
（
一
○
四
五

～
二
○
五
）
の
号
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
総
集
に
こ
の
よ
う
な
題
の
作
品
は
載

ら
な
い
し
、
ま
た
こ
の
句
が
詠
み
入
れ
ら
れ
た
漢
詩
の
作
品
も
な
い
。
こ
れ
は
、

北
宋
の
政
治
家
・
文
人
で
あ
る
王
安
石
（
一
○
二
一
～
一
○
八
六
）
の
『
古
文
真
宝

お
う
け
い
こ
う

前
集
」
「
勧
学
文
」
に
載
る
「
王
荊
公
の
勧
学
の
文
」
（
王
安
石
は
荊
国
公
に
封
じ
ら
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れ
た
の
で
王
荊
公
と
呼
ば
れ
る
）
と
い
う
、
読
書
の
効
用
及
び
学
問
の
勧
め
を
説
い

た
句
の
一
節
で
、

窓
前
に
古
書
を
看
て
、
燈
下
に
書
義
を
尋
ね
よ

（
窓
前
看
古
書
、
燈
下
尋
書
義
）

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
山
谷
」
云
々
の
誤
り
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
興
味
あ
る
問
題
で

あ
る
が
、
今
は
そ
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。

次
に
、
双
貫
の
題
と
虚
実
の
題
を
説
明
す
る
。
こ
れ
を
含
め
て
こ
の
部
分
は
、

「
作
文
大
体
」
「
第
一
、
題
を
按
ず
」
（
第
一
、
按
レ
題
）
の
、

ふ
で

凡
そ
作
詩
の
道
は
、
先
に
題
目
を
案
じ
、
然
る
後
に
翰
を
染
む
。
詩
に
長

お
う
り

短
有
り
、
題
に
虚
実
有
り
。
経
籍
よ
り
出
で
た
る
奥
理
は
、
之
を
実
題
と

謂
ふ
。
風
月
の
浮
花
に
懸
く
る
を
ば
、
之
を
虚
題
と
謂
ふ
。
或
い
は
双
関

あ
ひ
な
ら

の
題
有
る
べ
し
。
一
つ
題
の
中
に
二
物
相
双
ぶ
。
（
凡
作
詩
之
道
、
先
案
為
題

目
、
然
後
染
し
翰
焉
。
詩
有
鷺
長
短
一
、
題
有
淵
虚
実
・
出
：
於
経
籍
奥
理
者
、
謂

二
之
実
題
《
・
懸
貝
於
風
月
浮
花
者
、
謂
：
之
虚
題
・
或
可
し
有
：
双
関
之
題
・
一

題
之
中
二
物
相
双
也
。
）

と
あ
る
内
容
と
関
連
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
本
文
と
訓
み
は
、
小
沢
正
夫
氏
「
作

文
大
体
注
解
（
上
ご
含
中
京
大
学
〔
文
学
部
紀
要
〕
」
（
第
十
九
巻
第
二
号
、
一
九
八
四
年
〉
、

同
氏
「
作
文
大
体
注
解
（
下
こ
（
『
中
京
大
学
〔
文
学
部
紀
要
〕
」
〈
第
十
九
巻
第
三
・
四
号
、

一
九
八
五
年
〉
）
を
底
本
と
し
、
山
崎
誠
氏
「
智
山
書
庫
蔵
「
作
文
大
体
」
翻
刻
と
解
題
」
（
国

文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
「
調
査
報
告
」
〈
第
二
十
四
号
、
二
○
○
三
年
〉
で
補
訂
し
た
）
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
双
貫
」
は
「
双
関
」
に
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世

に
は
一
般
に
「
双
貫
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
双
関
の
躰
」
は
『
作

ク
ワ
ン

文
大
体
』
「
詩
雑
例
」
に
も
、
「
双
関
躰
」
と
し
て
、

Ｊ
ひ
↓
つ

秋
声
管
絃
に
脆
し
と
い
ふ
題
に
菅
三
品
の
詩
に
云
は
く
、
落
葉
の
響
き

孤
竹
に
随
っ
て
乱
れ
、
長
松
の
韻
七
絲
を
逐
っ
て
軽
し
。
是
れ
則
ち
管

わ
か

と
絃
と
上
下
の
句
に
別
け
て
作
り
た
る
な
り
。
毎
句
此
く
の
如
し
。
（
秋

声
脆
：
管
絃
・
題
菅
三
品
詩
云
、
落
葉
響
随
：
孤
竹
乱
、
長
松
韻
逐
鴛
七
絲
軽
。
是

則
管
与
し
絃
上
下
句
別
作
也
。
毎
句
如
↓
此
・
）

と
い
う
例
と
説
明
が
あ
る
。
「
双
関
」
（
双
貫
）
と
は
、
小
沢
氏
が
そ
の
注
の
中
で
、

「
二
つ
の
物
が
互
い
に
関
係
が
あ
る
こ
と
。
関
係
あ
る
二
つ
の
物
（
例
え
ば
「
管
」

と
「
絃
」
と
は
ど
ち
ら
も
楽
器
と
い
う
点
で
関
係
が
あ
る
）
が
一
つ
の
題
の
中
に
あ
る

よ
う
な
も
の
を
双
関
之
題
と
い
う
の
で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

渡
辺
秀
夫
氏
は
、
「
双
関
語
と
は
、
同
音
に
両
義
を
懸
け
る
修
辞
法
、
正
確
に
は
「
譜

音
双
関
語
」
で
あ
っ
て
、
同
じ
音
の
う
ち
に
二
義
を
発
生
さ
せ
る
技
巧
を
い
う

（
王
運
煕
『
六
朝
楽
府
與
民
歌
』
こ
（
渡
辺
秀
夫
氏
「
《
書
評
と
紹
介
》
松
浦
友
久
雪
万
葉
集
」

か
け
こ
と
ば

と
い
う
名
の
双
関
語
」
－
認
識
の
方
法
と
し
て
の
日
中
比
較
詩
学
－
」
〈
早
稲
田
大
学
比
較

文
学
研
究
室
「
比
較
文
学
年
誌
」
第
三
十
二
号
、
一
九
九
六
年
〉
）
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、

佐
藤
道
生
氏
は
句
題
詩
の
説
明
の
中
で
、
「
句
題
は
一
般
的
に
二
つ
の
事
物
に
よ

る
複
合
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
題
中
に
は
二
つ
の
実
字
茗
詞
）
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
「
松
樹
臨
池
水
」
な
ら
ば
「
松
」
と
「
水
」
（
或
い
は
「
池
」
）
と
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る
。
ま
た
時
と
し
て
一
方
の
事
物
に
並
列
構
造
を
有
す
る
二
字
熟
語
、

た
と
え
ば
「
山
水
」
「
花
酒
」
「
遠
近
」
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
字
熟
語
を
当
時
「
双
貫
語
」
と
呼
ん
だ
。
例
え
ば
「
松
竹
有
情

風
」
（
松
竹
に
清
風
有
り
）
と
い
う
句
題
で
あ
れ
ば
「
松
竹
」
と
い
う
双
貫
語
と

「
風
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
句
題
に
は
三
つ
の
実
字
が
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
言
わ
れ
る
（
佐
藤
道
生
氏
「
句
題
詩
概
説
」
〈
佐
藤
道
生
氏
編

著
「
句
題
詩
研
究
－
古
代
日
本
の
文
学
に
見
ら
れ
る
心
と
言
葉
－
」
慶
應
義
塾
大
学
二
一
世
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紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
心
の
統
合
的
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
○
○
七
年
（
平
成
十
九
）
三
月
〉
）
。

次
に
、
虚
題
と
実
題
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
虚
実
の
題
と
は
此
に
於
い
て
辺
々

の
説
有
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
諸
説
あ
る
。
し
か
も
、
内
閣
文
庫
本
な
ど
の
刊
本
は
、

双
貫
の
題
と
虚
実
の
題
の
説
明
の
、

其
の
躰
二
躰
あ
る
故
に
「
間
：
鶯
声
」
と
云
ふ
三
字
は
用
な
り
。
虚
の

題
に
は
一
物
を
題
す
る
な
り
。
前
の
「
待
レ
花
催
を
勝
遊
」
云
ふ
題
の
如

き
は
花
一
字
の
み
の
躰
な
り
。
余
の
四
字
は
用
な
り
。

と
い
う
箇
所
と
、
虚
・
実
の
題
の
説
明
で
あ
る
、

此
に
於
い
て
辺
々
の
説
有
り
。
王
沢
抄
の
意
に
依
れ
ば
、
花
を
待
ち
て
勝

遊
を
催
す
の
題
の
時
は
、
花
遊
の
二
字
は
実
の
字
、
待
催
勝
の
三
字
は
虚

の
字
な
り
。
又
林
下
に
芳
草
多
し
と
云
ふ
題
の
時
は
、
林
草
の
二
字
は
実

の
字
、
下
多
芳
の
三
字
は
虚
の
字
な
り
。
此
等
は
本
躰
を
実
と
云
ひ
作
用

を
虚
と
云
ふ
な
り
。
作
文
の
大
躰
の
意
に
依
れ
ば
経
籍
の
奥
理
に
出
で
た

る
を
之
を
実
題
と
謂
ひ
、
風
月
の
浮
花
よ
り
懸
け
た
る
を
之
を
虚
題
と
謂

ふ
な
り
。
此
は
経
教
の
典
籍
の
奥
理
を
作
る
を
実
と
云
ひ
、
花
鳥
風
月
の

浮
言
を
作
る
を
虚
と
云
ふ
な
り
。

已
上
の
両
説
は
和
朝
の
作
詩
の
躰
な
り
。
三
躰
の
詩
に
載
す
る
所
の

は
な
は

虚
実
の
躰
は
太
だ
別
な
り
。
儒
者
の
名
近
く
に
相
尋
ぬ
く
し
。

と
い
う
部
分
を
す
べ
て
欠
い
て
い
て
、
「
多
義
有
り
。
〈
大
小
の
虚
実
の
題
等
、

更
に
師
受
す
べ
き
な
り
。
〉
」
と
言
い
、
た
い
へ
ん
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

実
際
、

王
沢
抄
の
意
に
依
れ
ば
、
花
を
待
ち
て
勝
遊
を
催
す
の
題
の
時
は
、
花
遊

の
二
字
は
実
の
字
、
待
催
勝
の
三
字
は
虚
の
字
な
り
。

と
い
う
箇
所
は
、
『
王
沢
不
渇
紗
』
に
も
見
え
る
も
の
の
、

ｋ
’
し
竜
ノ

〃
ノ

セ
、
序
与
レ
詩
作
躰
事

王
沢
抄
に
云
ふ
、
双
貫
の
題
と
は
朝
暮
に
鶯
の
声
を
聞
く
な
り
。
朝
暮
の

二
字
双
貫
な
り
。
其
の
躰
二
躰
あ
る
故
に
鶯
の
声
を
聞
く
と
云
ふ
三
字
は

用
な
り
。
虚
の
題
に
は
一
物
を
題
す
る
な
り
。

と
い
う
箇
所
は
、

次
（
に
）
双
貫

〈
客
の
云
く
、
双
貫
の
題
と
は
如
何
。
予
云
く
、
句
題
五
字
の
中
に

実
の
字
三
つ
有
る
是
れ
な
り
。
〉

題

朝
暮
に
鶯
の
声
を
聞
く

朝
暮
鴬
〈
此
の
三
字
は
実
の
字
な
り
。
聞
声
の
両
字
、
此
は
是
れ
虚
字
な

り
〉

と
、
「
王
沢
不
渇
紗
」
は
言
っ
て
い
て
（
原
文
は
漢
文
）
、
ま
た
別
の
箇
所
で
は
、

実
の
字
三
字
是
れ
な
り
。
朝
暮
鶯
の
三
字
を
出
す
。
此
の
意
は
題
の
中
で

此
の
三
字
が
肝
要
の
字
な
り
と
云
ふ
事
な
り
。
依
っ
て
実
字
と
云
ふ
な
り
。

虚
実
の
二
字
を
分
別
す
る
に
時
の
虚
字
、
実
の
字
と
云
ふ
儀
は
非
な
り
。

と
も
言
っ
て
い
て
、
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
虚
実

の
二
字
の
題
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
、
当
時
明
確
に
説
明
で
き
る
状
況
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

七
、
序
と
詩
と
の
作
躰
の
事
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フ
ト
ー
と
ノ

フ

ニ
ハ
ク

問
、
序
与
レ
詩
作
躰
如
何
。
答
、
王
沢
抄
云
、

ノ
ジ
ク
ス
チ
テ
ヲ
ス
ヲ
な
ら
び
二

春
日
同
賦
待
レ
花
催
弓
勝
遊
↓
詩
一
首
〈
井
序
〉

某
甲

み
レ
バ
そ
し
テ
ヲ
エ
タ
ル
ヲ
ニ
ス
卜

〈
発
句
〉
｛
ｌ
〉

観
夫
〈
以
冒
景
物
超
：
異
物
為
初
躰
也
・
〉

〈
密
々
〉
山
霞
破
ル
テ
瞬
雛
ツ
ー
〈
平
〉

一
一

に
し
き
ン
デ
さ
ら
ス

数
重
之
錦
好
曝
〈
他
〉

エ
ー
テ
二

〈
上
五
／
下
六
〉
渓
雪
消
二
遅
日
一
〈
他
〉

い
る
わ
づ
カ
ニ
ル

ー
片
之
色
縄
残
〈
平
〉
〈
一
段
〉

干
し
時
〈
傍
句
〉

〃
／
二
も
ン
一
テ

〈
軽
々
〉
風
漸
暖
〈
他
〉
而

ク

な
め
ら
カ
ナ
ル
ヲ

聞
息
歌
鶯
之
声
滑
｜
〈
他
〉

二
ケ
ノ
、
ン
一
ア

〈
上
四
／
下
六
〉
日
已
遅
〈
平
〉
而

ル

｜
つ
ば
さ
か
ろ
キ
ゴ
ト
ヲ

見
舞
蝶
之
翅
軽
〈
平
〉
〈
二
段
〉

ま
き
二
い
ま

方
今
〈
傍
句
〉

ツ

ダ
力

〈
六
字
／
長
句
〉
待
新
花
之
未
レ
開
く
平
〉

ス

ル
コ
０
ト
ヲ

催
二
勝
遊
之
有
一
し
興
〈
他
〉
〈
三
段
〉

ツ
テ
ハ
ク
ニ

至
下
子
如
中
〈
傍
句
〉

ニ
シ
テ
そ
ヘ
ヂ
ョ
ウ
た
ん
ヲ

〈
六
字
／
長
句
〉
風
暖
而
添
濃
（
２
）
淡
一
〈
他
〉

メ
テ
ブ
ル
ガ
ヲ

露
染
而
交
中
浅
深
上
〈
平
〉

ゑ
ん
ノ
二
に
ほ
ひ
か
ん
ば
、
、
／

〈
軽
々
／
上
四
下
六
〉
苑
中
匂
馥
〈
他
〉

カ
ニ
シ
ぢ
ん
じ
ゃ
か
を
り
ノ

遙
如
↓
沈
霧
之
薫
〈
平
〉

ノ
ま
ヘ
ニ
よ
そ
ほ
ひ
↓
ス

〈
軽
々
／
上
四
下
六
〉
庭
前
粧
散
〈
他
〉

ツ
テ
フ

は
た
も
の
力
卜

誤
疑
二
錦
繍
之
幅
一
〈
平
〉
（
３
）

な
に
も
の
力
し
カ
ン
二

〈
緊
句
〉
何
物
如
し
之
〈
平
〉

た
れ
ひ
と
力
ラ
ン
も
て
あ
そ
（

誰
人
不
し
賞
〈
他
〉
〈
四
段
〉

キ
ハ
ガ
ヲ
フ
ノ
卜

如
レ
予
者
〈
傍
句
〉
〈
此
云
一
自
謙
句
一
也
。
〉

二
、
ン
テ
叩
〃
ヲ

〈
五
字
／
長
句
〉
不
才
而
採
レ
紙
〈
他
〉

Ｊ
ひ
う
↑
ま
い
二
、
ン
テ
ム
ヲ

〈
漫
句
〉
蒙
昧
而
染
レ
筆
〈
平
〉

お
シ
テ
タ
リ
二

推
当
旦
唱
首
↓

二
フ
ス
ル
ニ
ヲ
フ
コ
ト
し
か
ナ
リ

巳
迷
賦
し
花
云
ホ
〈
五
段
〉

ノ
ノ
ハ
ょ
ツ
テ
ヵ
な
に
二
ス

〈
詩
〉
斯
地
勝
遊
縁
し
底
催

チ
テ
ヲ
二
ル
よ
し
か
を

待
レ
花
終
日
有
し
由
哉
〈
灰
胎
〉

し
た
ヅ
テ
ヲ
ヅ
の
プ
い
う
ヲ
む
し
ろ

恋
し
粧
先
展
言
し
詩
席

シ
テ
ヲ
か
つ
ガ
ッ
ム
・
ス
ル
ニ
さ
か
づ
き

期
し
艶
且
斜
命
し
飲
盃

う
た
二
ム
レ
バ
守
ダ
デ

歌
勧
↓
和
声
一
鶯
未
レ
出

二
ヘ
バ
れ
い
ヲ
ク
ル

舞
思
二
偶
曲
一
（
４
）
蝶
遅
来

ハ
○
ノ

楊
梅
桃
李
一
時
興

よ
イ
か
な
ス
ヲ

掎
芙
今
朝
呈
為
拙
才
（
つ
づ
く
）

【
校
酊
注
記
｝

（
１
）
発
句
－
諸
本
と
も
「
観
夫
」
の
下
に
あ
る
が
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に

こ
の
位
置
に
移
し
た
。

（
２
）
「
濃
」
の
音
「
ぢ
よ
う
」
－
底
．
尊
「
テ
ョ
ウ
」
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に

改
め
た
。

（
３
）
平
－
底
「
平
ハ
タ
ハ
リ
也
」
と
あ
る
が
尊
・
内
に
よ
っ
て
改
め
た
。

（
４
）
「
偶
」
の
音
「
れ
い
」
－
底
．
尊
「
レ
ン
」
を
改
め
た
。

一
注
】

「
春
の
日
同
じ
く
賦
す
花
を
待
ち
て
勝
遊
を
催
す
詩
」
の
詩
序
の
構
成
要
素
な

ど
に
つ
い
て
、
「
王
沢
抄
に
云
は
く
」
と
し
て
説
明
す
る
。
そ
の
句
は
『
王
沢
不
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渇
紗
」
下
の
冒
頭
近
く
に
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
説
明
の
淵
源
は
も
ち
ろ
ん
、
「
作

文
大
体
」
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
作
文
大
体
」
を
参
考
に
し
つ
つ
、
「
王
沢
不
渇
紗
』

の
説
く
と
こ
ろ
を
ど
の
よ
う
に
『
文
筆
問
答
紗
」
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
を

中
心
に
見
て
ゆ
く
。

『
王
沢
不
渇
紗
」
下
の
冒
頭
近
く
で
、

せ
こ
れ

凡
そ
詩
序
等
は
傍
字
を
以
て
前
を
拮
め
後
を
催
す
こ
と
尤
も
之
を
存
す
べ

，
‐
し
○

と
言
う
（
原
文
は
漢
文
）
。
「
傍
字
」
は
「
作
文
大
体
』
に
見
え
る
語
で
、
小
沢
正

夫
氏
に
よ
る
と
、
「
語
例
か
ら
推
す
と
接
続
詞
の
機
能
を
も
つ
語
で
」
、
『
作
文
大

体
』
に
は
、

ハ
向
ノ傍
字

ソ
モ
ソ
モ
、
ン
ハ
ラ
ク
テ

抑
且
就
レ
中
〈
等
也
、
如
：
発
句
》

と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
発
句
に
つ
い
て
は
、
『
作
文
大
体
」
「
筆
大
躰
」
に
、

発
句
〈
施
し
頭
〉

夫
夫
以
原
夫
夫
惟
於
し
是
方
今
籟
以
伏
惟
観
夫

子
時
蓋
聞
汝
当
し
知
所
以
者
何
如
レ
此
類
言
皆
名
発
句
也

〔
或
ハ
ー
字
二
字
、
或
ハ
三
字
四
字
、
無
し
対
。
〕か
し
ら

と
あ
る
（
訓
点
は
返
り
点
の
み
付
け
た
）
。
発
句
と
は
「
頭
に
施
す
」
こ
と
、
す
な

わ
ち
詩
序
の
初
め
に
用
い
ら
れ
る
句
の
こ
と
で
あ
る
。
「
王
沢
不
渇
紗
」
下
で
は
、

は
じ
め

の

先
づ
端
を
発
し
て
事
を
叙
ぶ
る
詞
〈
是
を
発
句
と
名
づ
く
る
な
り
〉

と
し
て
（
原
文
は
漢
文
）
、

今
、
マ
）
ミ
レ
ハ
ソ
レ
ク
ヲ
、
イ
ニ
ク

夫
観
夫
、
頼
以
、
夫
以
、
蓋
聞
巨
聞

リ

を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
は
、
「
申
べ
重
ね
て
理
を
明
ら
か
に
す
る
詞
」
（
申
重
明
し
理
訶
）

と
説
明
す
る
な
ど
、
発
句
の
例
と
そ
の
使
い
方
を
十
九
種
に
分
類
し
て
示
し
て

い
る
。
当
詩
序
の
発
句
「
観
れ
ば
夫
れ
」
（
観
夫
）
は
、
「
作
文
大
体
豈
王
沢
不
渇
紗
』

の
両
書
に
確
か
に
見
え
、
代
表
的
な
発
句
の
語
で
あ
る
。

次
に
、
『
王
沢
不
渇
紗
」
で
は
、
詩
序
の
構
成
は
五
段
か
ら
成
る
こ
と
を
い
い
、

ほ

そ
の
初
段
は
、
「
亭
主
の
敏
思
名
誉
を
美
む
」
「
地
形
の
勝
絶
奇
異
を
賦
す
」
「
時

節
の
他
に
勝
る
こ
と
を
時
に
述
ぶ
」
「
景
物
の
異
物
超
え
た
る
を
詠
ず
」
と
い
う

「
四
つ
の
次
第
」
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。

「
文
筆
問
答
紗
」
の
第
一
段
で
は
、
こ
の
う
ち
の
四
つ
目
、
す
な
わ
ち
「
景
物

の
異
物
超
え
た
る
を
詠
ず
」
が
該
当
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

第
一
段
に
、
「
密
々
、
上
五
下
六
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
部
分
の
句
の
構
成
が
、
「
作

文
大
体
』
「
筆
大
躰
」
の
六
種
類
の
隔
句
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
「
密
隔
句
」
で

あ
る
こ
と
を
言
う
。
『
作
文
大
体
」
に
よ
る
と
、

隔
句
〔
六
躰
有
り
。
軽
重
疎
密
平
雑
な
り
。
軽
重
を
勝
れ
た
り
と
為
す
。

こ
れ
と
と
の

疎
密
之
に
次
ぐ
。
平
雑
之
に
次
ぐ
。
六
躰
同
じ
く
平
他
声
を
調
ふ
く
し
。
〕

（
隔
句
〔
有
・
六
躰
↓
・
軽
重
疎
密
平
雑
也
。
軽
重
為
し
勝
。
疎
密
次
し
之
。
平
雑
次
Ｌ
之
。

六
躰
同
可
し
調
鴇
平
他
声
・
・
〕
）

と
あ
り
、
軽
隔
句
〈
上
四
下
六
〉
、
重
隔
句
〈
上
六
下
四
〉
、
疎
隔
句
〈
上
三
下

不
し
限
冬
多
少
〉
、
密
隔
句
〈
上
五
巳
上
下
六
已
上
、
或
上
多
少
下
三
有
し
躰
〉
、

平
隔
句
〈
上
下
或
四
、
或
五
〉
、
雑
隔
句
〈
或
上
四
下
五
七
八
、
或
下
四
上

六
五
七
八
〉
と
い
う
ふ
う
に
句
の
構
成
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
例

句
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
文
筆
問
答
紗
」
の
「
密
々
、
上
五
下
六
」
は
、

上
句
が
五
文
字
、
下
句
が
六
文
字
よ
り
成
る
密
隔
句
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

次
に
、
同
じ
く
上
段
の
「
長
句
」
「
緊
句
」
「
漫
句
」
等
に
つ
い
て
も
、
「
作
文

大
体
」
「
筆
大
躰
」
に
説
明
が
あ
る
。
今
、
例
句
を
省
い
て
解
説
の
み
を
書
き
下
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な
お
、
平
灰
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
四
段
目
の
「
幅
」
（
は
た
も
の
、
は
た
は
り
）

は
「
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
」
に
「
幅
〈
音
福
、
ハ
タ
ハ
リ
ノ
〉
」
、
「
色
葉
字
類
抄
」

に
「
幅
〈
ハ
タ
ハ
リ
・
絹
布
等
－
也
〉
」
と
あ
り
、
平
灰
は
灰
声
（
他
声
）
で
あ
り
、

「
平
（
声
と
と
あ
る
の
は
誤
り
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
箇
所
は
「
平
他
の
声
を
調
」

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
王
沢
不
渇
紗
」
に
そ
の
認
識
は
な
い

よ
う
で
、
何
の
指
摘
も
な
い
。
同
様
に
、
五
段
目
の
「
筆
」
も
灰
声
（
他
声
）
の

字
で
あ
り
、
「
平
（
声
と
と
あ
る
の
は
誤
り
。
こ
こ
も
平
灰
が
合
わ
な
い
。

漢
詩
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
『
王
沢
不
渇
紗
」
下
に
も
若

干
の
解
説
が
付
い
て
載
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
つ
づ
く
）

し
文
で
示
し
、
若
干
の
言
葉
を
丸
括
弧
（
）
で
補
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

セ
ウ

つ
い
こ
れ

壮
句
〔
三
字
対
有
り
。
発
句
の
次
に
之
を
用
ゐ
る
。
但
し
賦
及
び
序
に
は
と
と
の

未
だ
必
ず
し
も
之
を
用
ゐ
ず
。
形
に
随
っ
て
之
を
施
す
。
平
他
の
声
を
調

送
句
〈
尾
（
句
）
に
施
す
〉

長
句
〔
五
字
よ
り
九
字
に
至
り
之
を
用
ゐ
る
。
或
は
十
余
字
を
云
へ
り
。

か
し
ら

対
有
り
、
平
他
の
声
を
調
ふ
く
し
。
或
は
頭
（
句
）
に
施
し
腹
（
句
）

に
施
す
。
賦
に
は
或
は
猶
ほ
腹
（
句
）
に
施
す
べ
く
見
え
た
り
。
〕

漫
句
〔
対
合
せ
ず
、
平
他
の
声
を
調
へ
ず
。
或
は
四
五
字
七
八
字
、
或
は

十
余
字
な
り
。
或
は
頭
（
包
に
施
し
或
は
尾
（
句
）
に
施
し
、

或
は
送
句
に
代
へ
た
り
。
平
他
の
声
を
調
へ
ず
。
〕

ふ
く
し
。
〕

キ
ン緊
句
〔
四
字
対
有
り
。
或
は
胸
（
句
）
際

或
は
腰
（
句
）
に
施
す
。
賦
に
は
鍔

云
々
・
平
他
の
声
を
調
ふ
く
し
。
〕

長
句
〔
五
字
よ
り
九
字
に
至
り
之
を
用
ゐ

或
は
胸
（
句
）
に
施
す
。
或
は
腹
（
句
）
に
施
す
。

Ｌ
施
す
。
賦
に
は
多
く
胸
（
句
）
に
施
す
べ
し
と

【
付
記
一
本
研
究
は
平
成
二
十
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

研
究
（
Ｃ
）
）
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
３
５
２
０
２
５
４
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

前
稿
は
、
「
金
沢
学
院
大
学
紀
要
文
学
・
美
術
・
社
会
学
編
」
第
十
二
号
、

二
○
一
四
年
三
月
刊
予
定
。
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